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 2023 年 2 月 8 日 
大和ハウス工業株式会社 

  
＜家事シェアハウス発売から６周年・家事シェア満足度とその傾向を調査＞ 

家事シェアハウス所有者の約６割が家事負担の軽減を実感！軽減率は一般家庭の約 1.5 倍！ 

負担軽減のポイントは「家事シェア」の前に 

「名もなき家事」を撲滅させること 

家計研究家 氏家祥美さん監修のもと「家事マネスタイル」４分類を体系化 

家族みんなで「家事スキルを学び直す」ことで、生活満足度を高めよう 
 

 

 

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市）は、家事をシェアしてハッピーになる「家事シェアハウス」を

2016 年 11 月から提案しています。家事シェアハウスの展開に際し、家族、とりわけ夫婦間の家事実態の調査

を行い、夫婦の家事分担意識のギャップや、妻に負担が大きい“名もなき家事”の存在を突き止めました。 

 

今回は「家事シェアハウス」の所有者（以降、オーナー）の家事シェア実情を把握するとともに、新築一戸

建て居住者（以降、一般）に追加調査を行い、「家事マネスタイル」と、「自身・パートナーのコミュニケーシ

ョンパターン」という切り口で、“どういった家族の家事シェア満足度が高いのか”を調査しました。なお、本

一般向け追加調査は 20～50 代の既婚者で夫婦共働きもしくはいずれかが有職者の方、男女 200 名ずつ計 400

名を対象にしています。 
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 ＜家事マネスタイルとは＞ 

家事シェアを実現するための家族へのアプローチスタイルを企業のマネジメントスタイルに倣って、4つのス

タイル（従来型の企業、カリスマ創業者企業、スタートアップ企業、外資グローバル企業）のマネジメントス

タイルで表現したもの。 

それぞれのジャンルにおける家事の進め方は家計研究家の氏家祥美さんに監修頂きまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果サマリー】 
 

 

 

▶ オーナーのうち「家事の負担軽減を実感」している人は一般の1.5倍以上（オーナー：60.3%、一般： 

37.3%）で「家事シェア満足度が高い」と回答した人の割合も 10%以上高い（オーナー：50.8%、 

一般：39.5%）ことから一定の効果を得られている 

▶ オーナーの約9割（88.9%）が家事シェアハウスに満足 

 

 
 

▶ 「家事の負担軽減を実感」している人は、実は「名もなき家事」の総量自体を減らせている 

   ＝「名もなき家事」レスを実現している 

▶ 全体での家事シェア比率は「夫1：妻9」が多いのに対し、 

家事シェア満足度が高い家族は夫の家事シェア比率が高まる傾向 

▶ 家事シェア満足度の高い家事マネスタイルは分散傾向で家族にぴったりなスタイルを選ぶことが重要 

▶ 家事シェア満足度が高いほど、 

家事は「自分でこなす」派より「家族で協力し合って取り組む」派が多い  

▶ 家事シェア満足度が高いほど「生活への満足度が高い」 

オーナー・一般調査の比較 

 

一般調査をもとにした家事シェア満足度の高い家族の傾向   
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【調査結果】 

 

 

■オーナーのうち「家事の負担軽減を実感」している人は一般の1.5倍以上、 

「家事シェア満足度が高い」人の割合も10%以上高い結果に 
 

はじめに最新の家事シェア事情を把握すべく、「家事シェアハウス」所有者（オーナー）と新築一戸建て居住

者（一般）それぞれに今の家に引っ越す前と後とで家事シェアの負担がどう変化したかを尋ねたところ、「負担

軽減を実感」したのは一般が4割未満（37.3%）だったのに対し、オーナーはその1.5倍以上の6割程度

（60.3%）と差があることがわかりました。 

 また、家事シェアの満足度を1～10点で自己採点してもらったところ、オーナーは一般の結果（39.5%）より

10%以上多い50.8%が8～10点の「高い」評価を下しています。 

ユーザーの約9割（88.9%）が「家事シェアハウス」に満足しているという結果が出ていることからも、家事

の負担軽減や家事シェアができているという実感をお持ちの方が多いことが伺えます。 

 

【図1：家事シェア負担の変化（オーナーn=63、一般n=400）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図2：家事シェアの満足度（オーナーn=63、一般n=400）】 

 

 

 

 

 

 

オーナー・一般調査の比較     
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 ■「家事の負担軽減を実感」している人は、実は「名もなき家事」の総量自体を減らせている。 

家事シェア負担の原因を探るべく、「家事シェアハウス」所有者（オーナー）のうち家事負担が「軽減してい

る人」「軽減していない人」のそれぞれに対して、実施している「名もなき家事」について尋ねたところ、「軽

減している人」の実施割合が高いものが8項目、「軽減していない人」の実施割合が高いものが18項目と、「軽減

していない」人のほうが、より多くの「名もなき家事」を行なっていることがわかりました。家事シェアハウ

スオーナーの満足しているポイントからも、家事シェアハウスの工夫により「名もなき家事」の総量自体を減

らすことができており、それが家事負担の軽減につながっていることが推察できる結果となりました。 

 

【図3：実施している「名もなき家事」（家事シェア負担の軽減有無での比較）（オーナーn=63）】 
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 【図4：家事シェアハウスに対するコメント（オーナーn=63）】 

 

 

 

■全体で一番多い家事シェア比率は「夫1：妻9」と圧倒的な妻寄り 

 家事シェア満足度の高い家族では夫の家事シェア比率が高い傾向に 
 

次に一般の中で家事シェア満足度の高かった158名にその割合を聞いたところ、一般全体では妻に一方的な負

担が寄っている「夫1：妻9」（24.8%）が最も多かったにもかかわらず、満足度の高い家族は「夫3：妻7」

（25.9%）という回答が最も多く、夫の家事シェア比率が高い傾向があることがわかりました。 
 

【図5：夫婦での家事シェア比率（一般n=400）】 

 

一般調査をもとにした家事シェア満足度の高い家族の傾向   
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※大和ハウス工業「家事シェアの実情に関する調査」（2023.2） 

家事シェアハウスに住み始めてから、家事負担が軽減された部分や、

家事シェアハウスで満足している点についてできるだけ具体的にお知らせください。
回答者

収納スペースが増えたので、買い出しをした後の収納が楽になった。

ロッカーもあるので、脱ぎっぱなしの服が散らかっていることも無くなったので良かった。
女性20代

子ども達に自分のロッカーがあるのが良い。

家事シェアハウスなので自分の工夫を少し加えるだけで生活スタイルの変化に合わせて最適化できる。

子どもが小さいとき、大きくなった時で家事な種類も変化するため。

女性30代

部屋が自然と片付いている状態になった。 女性40代

散らかるポイントに棚があったり、自分のものをしまえたり、家が片付いている。 女性40代

キッチンから洗面所、リビングなどといった線が繋がっている為、いい流れで家事をこなす事ができています。 女性40代

キッチンと食器棚の間のスペースが広くとても快適です。

又、各自のロッカーがあるのでそれぞれアウターを家の中に持ち込まずに済むのでとても便利です。
女性50代

自分専用片付けロッカーのおかけで、郵便物の分別が楽になった。 男性30代

自分専用ロッカーはそれぞれの物を入れられるので、散らからずに片付けの軽減になっている。 男性30代

やるべき家事が見える化した、特に洗濯物の取り込みがわかりやすい。 男性30代

どこに何を片付けるか、入れてあるかが子どもでも分かるので、各自が自分ができる範囲で自分の事を

してくれるようになった。
男性30代

個人用ロッカーがあるので、コート等が放置されず収納されている。 男性40代

床に物を置くことがなくなった。家族の所有物の置き場所が決まってるので、片付けやすくなった。 男性50代

H=高い 
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 ■家事マネスタイルは分散傾向。家族にぴったりなマネジメントスタイルを選ぶことが重要 
 

全体的にまだまだ家事は妻寄りの傾向がある中で、家事満足度の高い家族の家事マネスタイルを聞いたとこ

ろ、夫は「カリスマ創業者系スタイル／共有型✕統率型」や「従来企業型スタイル／分担型✕統率型」

（28.6%）と考えているのに対し、妻は「外資グローバル企業スタイル／分担型✕育成型」（34.3%）がTOPと

異なる結果となりました。 

なお家事シェア満足度の高い夫婦全体では「外資グローバル企業スタイル／分担型✕育成型」（30.4%）が

TOPになっているものの、全体的に分散傾向が見て取れます。 
 

【図6：家事シェア満足度の高い夫婦の家事マネスタイル（一般n=400）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家事シェア満足度が高いほど「みんなで協力して家事に取り組む」派が多い 

家事シェア満足度の高い人たちの中で家事マネスタイルは分散傾向にありましたが、家事への取り組み方に

ついては、家事シェア満足度が高いほど「家事はほとんど自分でこなす」のではなく、「みんなで協力して取り

組む」が多くなることがわかりました。 

 

【図7：家事シェア満足度別 家事への取り組み方（一般n=400）】 
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 ■家事シェア満足度が高いほど生活への満足度が高い傾向 
 

最後に今の生活への満足度と家事シェア満足度の比較を行ったところ、家事シェア満足度が高いほど今の生

活に満足している人が多いことが分かりました。また、その相関関係は分かりやすく、家事シェア満足度が高

く今の生活に満足している人の割合は85.4%だったのに対し、家事シェア満足度の低い人は44.2%と2倍近い差

になっています。 

【図8：家事シェア満足度と生活の満足度の関係性（一般n=400）】 

 

 

 

 

【調査監修 氏家祥美さん】 

＜プロフィール＞ 

家計研究家。専業主婦、FP会社役員を経て、2010年にFP事務所ハートマネーを開

設。女性、共働き家族を対象に、手間のかからない「貯める・増やす仕組み」を提案

している。二児の母。 

 

＜コメント＞ 

カナダのケベック州で行われた研究（※1）で、男性に 5 週間の育休を与えると 3 年後の男性が行う家事時間が 1

日あたり 70 分から 85 分に、子育て時間が 90 分から 110 分に、どちらも２割程度伸びたという非常に興味深

い研究結果があります。たった 5 週間かもしれませんが、育休中に家事・子育てに取り組むことで、その 3 年

後にまで影響を与えるのです。育休中の学び直しに注目が集まっていますが、男性こそ「家事スキルの学び直

し」をする絶好の機会ではないかと私は考えています。 

家事って本来、暮らしを楽しむことですし、生きる力を養うことにもなります。そんな家事も、誰か一人に負

担が偏ると、重荷になって大きな不満が貯まっていきます。だからこそ、家事マネジメントで最初にやりたい

ことは、「名もなき家事」を減らすことなんです。 

以前、私は大和ハウス工業で「名もなき家事」を可視化して年収に換算する「家事年収シミュレーター」の監

修をしました。脱ぎっぱなしの服を拾って片づけたり、ごみ捨て前にペットボトルのラベルをすべてはがした

り。こういう家事というほどでもない家事って、すごく不満の元になります。 

【Ａ】今の生活に満足している

【Ｂ】今の生活にどこかかけているものがある
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※大和ハウス工業「家事シェアの実情に関する調査」（2023.2） 
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 名もなき家事は、収納や間取りのちょっとした工夫や、日頃からの言葉がけで減らせるものが結構あります。

「名もなき家事」レスに挑戦していきましょう。 

今回のアンケートでは、家事シェア満足度の高い夫婦全体では「外資グローバル企業スタイル／分担型✕育成

型」（30.4%）が TOP になっているものの、全体的に分散傾向が見て取れました。大切なのは、自分たち家族に

あったやり方を選ぶこと。家族イベントのようにみんなで家事を楽しむのか、得意分野で分担するのか、性格

や状況にあったやりやすい方法から家事シェアを始めましょう。 

どの方法を選んでも、家事シェア満足度を高めるコツは、「家事負担を可視化する」「得意な家事から分担す

る」「できる家事をみんなが増やしていく」ことにあります。スタイルごとの満足度を高めるコツもお伝えして

いるので参考にしてください。 

 

「名もなき家事」レス実現に向けたポイント 

 

【調査概要】 

＜オーナー向け調査＞ 

対象者：全国に住む20～50代の家事シェアハウス居住者 

集計対象数：63名 

調査手法：インターネット調査 

調査期間：2022年12月16日(金)～2023年１月10日(火) 

 

＜一般向け調査＞ 

対象者：全国に住む20～50代 既婚 夫婦共働きもしくはいずれかが有職者の方 

新築一戸建て(分譲・建売)居住者 

集計対象数：男女各200名ずつ計400名 

調査手法：インターネット調査 

調査期間：2022年12月20日(火)～2022年12月21日(水) 

mailto:daiwahouse-pr@vectorinc.co.jp@vectorinc.co.jp


 

 問い合わせ先  大和ハウス工業 PR 事務局（株式会社プラチナム内） 

TEL：03-5572-6072 FAX：03-5572-6075 daiwahouse-pr@vectorinc.co.jp 

 

Press 用資料 

 ※1：Ankita Patnaik (2019), Reserving Time for Daddy: The Consequences of Fathers’ Quotas,” Journal of 

Labor Economics, 37:4,1009-1059 

 

【本リリースの引用・転載時のお願い】 

調査結果を引用いただく際は【家事シェアハウスを展開する「大和ハウス工業」調べ】を引用元として記載く

ださい。 

 

【家事シェアハウス特設サイト】 

家事シェアを実現するための家族へのアプローチスタイルを4つの異なるジャンルの企業のマネジメントスタイ

ルで診断します。あなたにぴったりな家事のマネジメントスタイルを是非チェックしてみてください。 

https://www.daiwahouse.co.jp/jutaku/lifestyle/kajishare/research2/index.html?page=nr 

 

【家事シェアハウス全国現場見学会】 

お近くの「家事シェアハウス」をリアルに体験できる全国現場見学会を2023年2月11日（土・祝）より開催しま

す。詳細は以下特設サイトをご覧ください。 

https://www.daiwahouse.co.jp/bunjo/kajishare/index.html?page=nr 
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